
総
選
挙
で
、
国
民
の
暮
ら
し
や
平
和
を
壊
し
て
き
た
自
民
・

公
明
政
権
が
、
国
民
の
き
び
し
い
批
判
を
受
け
、
歴
史
的
大
敗

を
喫
し
、
自
公
政
権
は
退
場
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
有
権

者
・
国
民
が
く
だ
し
た
こ
の
審
判
を
、
日
本
の
政
治
に
と
っ
て

の
大
き
な
前
向
き
の
一
歩
と
し
て
歓
迎
し
ま
す
。
日
本
共
産
党

は
、
新
し
い
政
権
の
下
で
、
建
設
的
野
党
と
し
て
、
現
実
政
治

を
前
に
動
か
す
た
め
に
奮
闘
す
る
決
意
で
す
。

歴
史
的
な
総
選
挙
の
直
後
に
開
か
れ
る
９
月
議
会
。
平
成
20

年
度
の
決
算
認
定
や
、
６
月
議
会
に
続
き
緊
急
経
済
対
策
に
よ

る
交
付
金
を
活
用
し
た
事
業
な
ど
12
兆
円
の
補
正
予
算
な
ど
が

提
案
さ
れ
て
い
ま
す
。
日
本
共
産
党
は
、
総
選
挙
で
示
さ
れ
た

民
意
を
議
会
論
戦
に
生
か
し
、
市
民
の
暮
ら
し
と
福
祉
を
守
る

た
め
に
が
ん
ば
り
ま
す
。
決
算
審
査
で
は
、
Ｔ
Ｘ
沿
線
巨
大
開

発
を
聖
域
に
し
、
暮
ら
し
の
安
心
に
冷
た
い
市
政
の
根
本
に
迫

り
、
暮
ら
し
・
福
祉
優
先
の
市
政
へ
の
転
換
を
求
め
ま
す
。
ぜ

ひ
、
傍
聴
に
お
い
で
下
さ
い
。

高
野
と
も
議
員

９
月
９
日
（
水
）
午
後
２
時
頃

１
、
総
選
挙
で
の
国
民
の
審
判
に
つ
い
て
市
長
の
見
解
を
問
う
。

２
、
子
育
て
支
援
に
つ
い
て
市
長
に
問
う
。

①
安
心
し
て
子
育
て
で
き
る
流
山
市
実
現
の
た
め
に
、
ど
の

よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

②
保
育
所
待
機
児
童
解
消
と
公
立
保
育
所
の
老
朽
化
対
策

③
幼
児
教
育
へ
の
公
的
責
任
と
私
学
助
成
の
拡
充
に
つ
い
て

３
、
障
害
者
支
援
に
つ
い
て

①
障
害
者
自
立
支
援
法
の
「
応
益
負
担
」
に
つ
い
て

②
「
こ
と
ば
の
教
室
」
の
現
状
と
役
割
に
つ
い
て

４
、
「
ま
ち
づ
く
り
交
付
金
」
事
業
に
つ
い
て

①
市
道
東
深
井
市
野
谷
２
号
幹
線
道
路
新
設
事
業
に
つ
い
て

②
江
戸
川
台
駅
西
口
広
場
改
修
事
業
に
つ
い
て

徳
増
き
よ
子
議
員

９
月
９
日
（
水
）
午
後
３
時
頃

１
、
介
護
保
険
に
つ
い
て

①
４
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
新
介
護
認
定
制
度
に
つ
い
て

②
総
選
挙
で
は
安
心
で
き
る
介
護
保
険
に
と
の
要
望
が
多
数

寄
せ
ら
れ
た
が
、
市
は
ど
の
よ
う
に
と
ら
え
て
い
る
の
か
。

③
住
宅
改
修
や
福
祉
用
具
購
入
な
ど
の
、
償
還
払
い
を
改
め

て
は
ど
う
か
。

２
、
生
活
保
護
行
政
に
つ
い
て

①
本
来
給
付
さ
れ
る
べ
き
各
種
加
算
、
学
習
支
援
費
、
「
法

外
援
護
」
の
実
施
状
況
と
周
知
徹
底
に
つ
い
て

３
、
ぐ
り
ー
ん
バ
ス
に
つ
い
て

①
新
た
に
導
入
さ
れ
る
向
小
金
、
野
々
下
ル
ー
ト
の
こ
れ
ま

で
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

４
、
所
在
表
示
番
の
設
置
に
つ
い
て

小
田
桐
た
か
し
議
員

９
月
10
日
（
木
）
午
前
10
時
頃

１
、
国
民
健
康
保
険
に
つ
い
て

①
国
保
法
44
条
の
利
便
性
向
上
に
つ
い
て

②
限
度
額
認
定
制
度
の
積
極
的
活
用
に
つ
い
て

２
、
道
路
行
政
に
つ
い
て
市
長
の
見
解
を
問
う
。

①
都
市
計
画
道
路
３
・
４
・
22
中
駒
木
線
に
お
け
る
駒
木
地

域
の
整
備
（
市
単
独
部
分
）
に
つ
い
て
問
う
。

②
松
ヶ
丘
１
丁
目
、
西
初
石
３
丁
目
の
私
道
整
備
に
つ
い
て

３
、
教
育
行
政
に
つ
い
て

①
『
教
員
免
許
更
新
制
』
に
つ
い
て
教
育
長
の
見
解
を
問
う

②
小
山
小
学
校
等
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
の
建
設
現
場
に
お
け
る
問
題

点
に
つ
い
て
改
め
て
問
う
。

４
、
一
般
廃
棄
物
処
理
基
本
計
画
の
見
直
し
に
つ
い
て
問
う
。

①
現
計
画
の
達
成
度
や
課
題
を
ど
の
よ
う
に
分
析
し
て
い
る

の
か
、
ま
た
次
期
計
画
に
向
け
た
基
本
的
姿
勢
を
問
う
。

い
ぬ
い
紳
一
郎
議
員

９
月
10
日
（
木
）
午
前
11
時
頃

１
、
公
共
施
設
の
有
料
化
に
つ
い
て

①
公
民
館
有
料
化
が
施
設
利
用
に
ど
う
影
響
し
て
い
る
の
か
。

②
文
化
会
館
の
駐
車
場
有
料
化
を
ど
う
総
括
し
て
い
る
の
か
。

有
料
化
は
中
止
す
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

２
、
三
輪
野
山
地
域
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

①
都
市
軸
道
路
計
画
の
変
更
を
求
め
る
沿
道
住
民
と
市
の
話

し
合
い
が
進
ん
で
い
る
が
、
千
葉
県
に
対
し
て
、
ど
の
よ

う
に
対
応
し
て
い
く
の
か
。

②
中
長
期
の
対
策
も
含
め
、
水
害
対
策
の
基
本
計
画
を
ど
の

よ
う
に
立
て
て
い
く
の
か
。

３
、
後
期
基
本
計
画
に
つ
い
て
市
長
に
問
う
。

①
将
来
人
口
推
計
の
見
直
し
に
、
既
存
市
街
地
の
人
口
減
少

や
、
深
刻
な
経
済
危
機
の
影
響
を
ど
う
反
映
さ
せ
た
の
か
。

②
「
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
」
が
重
要
な

課
題
と
な
る
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

③
Ｔ
Ｘ
沿
線
整
備
事
業
の
見
通
し
に
つ
い
て

④
消
防
本
部
、
文
化
会
館
建
て
替
え
な
ど
新
規
事
業
や
新
線

沿
線
整
備
事
業
の
財
政
計
画
に
つ
い
て

ぜひ傍聴にお出
かけください

市議会議員

高野 とも

（７１５５－１６８３）

市議会議員

いぬい紳一郎

（７１５９－２７７３）

市議会議員

小田桐たかし

（７１５４－０８７８）

市議会議員

徳増 きよ子

（７１４８－６８７１）

発
行

日
本
共
産
党
流
山
市
議
団

電
話
・
フ
ァ
ッ
ク
ス

７
１
５
７
ー
６
１
４
０

会

期

９
月
３
日
～
10
月
２
日

29
日
間

（
議
案
18
件
、
陳
情
３
件
・
発
議
８
件
他
）

９
月

３
日
（
木
）
本
会
議

午
後
１
時
開
議

８
日
（
火
）
～
10
日
（
木
）

一
般
質
問

午
前
10
時
～

11
日
（
金
）
一
般
質
問

午
前
10
時
～

一
般
質
問
終
了
後
、
各
委
員
会
に
議
案
を
付
託

14
日
（
月
）
総
務
、
教
育
福
祉
委
員
会

15
日
（
火
）
市
民
経
済
、
都
市
建
設
委
員
会

17
日
、
18
日
、
24
日
、
28
日

決
算
審
査
特
別
委
員
会

高
野
と
も
議
員
担
当

10
月

２
日
（
金
）
本
会
議

午
後
１
時
開
議

議
案
・
請
願
・
陳
情
・
意
見
書
な
ど
採
択




